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会　　計　　別 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

一 般 会 計 131億8,068万円

33億5,942万円

4,393万円

939万円

45億5,594万円

18億3,771万円

229億8,707万円

129億9,841万円

32億4,292万円

4,335万円

819万円

45億5,561万円

17億2,621万円

225億7,469万円

1億8,227万円

1億1,650万円

58万円

120万円

33万円

1億1,150万円

4億1,238万円合　　　　　計

国民健康保険

簡 易 水 道

交通災害共済

老人保健医療

介 護 保 険

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

種　　類

土　　　地

建　　　物

車両・船舶

有 価 証 券

基　　　金

平成11年度末

㎡

12,992,463

平成12年度末

㎡

12,964,033

平成13年度末

㎡

12,955,736

㎡

125,411

㎡

123,965

㎡

125,924

台

88

台

81

台

88

万円

1億8,177

万円

1億8,177

万円

1億8,177

万円

33億 773

万円

34億6,141

万円

34億8,405

総務費
25億76万円
（19.24％）公債費

18億3,418万円
（14.11％）

土木費
12億3,203万円
（9.48％）

農林水産業費
10億3,719万円
（7.98％）

教育費
17億2,439万円
（13.27％）

衛生費
6億3,035万円
（4.85％）

消防費
4億2,296万円
（3.25％）

民生費
31億8,363万円
（24.49％）

商工費
2億2,632万円
（1.74％）

その他
2億660万円
（1.59％）

普通債
116億9,954万円
（77.11％）

災害復旧債
3億93万円
（1.98％）

その他債
15億1,119万円
（9.96％）

その他債
15億1,119万円
（9.96％）

上水道債
15億1,321万円
（9.97％）

国保施設勘定債
4,168万円
（0.27％）

簡易水道債
1億612万円
（0.70％）

151億
7,267万円

会計別収支決算一覧表

市有財産の現在高

市債の平成13年度末残高

歳　　　　出 129億9,841万円

決算状況について

平成13年度阿久根市の決算は、一般会計及び特別
会計合わせて歳入229億8,707万円、歳出225億7,469
万円であり、差し引き４億1,238万円の黒字決算で、
事業等の繰り越しにより翌年度に繰り越すべき財源
268万円を差し引いた実質収支額も４億970万円の黒
字となりました。
一般会計における実質黒字額は、翌年度への繰越

財源268万円を差し引いて１億7,959万円であります
が、本市の一番大きな収入源であり期待も大きい地
方交付税もその伸びは年々減少していることから、
歳出においては平成10年度から平成13年度まで経常
経費等の削減を行い対処してきているところであり
ます。今後も将来の歳入状況を的確にとらえ、各種
事業の執行について、効果や緊急性等を十分協議検
討し、市民の皆さま方のご理解とご協力をいただき
ながら、この厳しい財政状況に対処して参ります。

決算状況決算状況
会計）
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依存財源
90億2,378万円
（68.46％）

自主財源
41億5,690万円
（31.54％）

自主財源
41億5,690万円
（31.54％）

地方交付税
50億1,855万円
（38.08％）

地方交付税
50億1,855万円
（38.08％）

市債
16億8,840万円
（12.81％）国庫支出金

11億2,634万円
（8.55％）

県支出金
6億1,274万円
（4.65％）

その他交付金
5億7,775万円
（4.38％）

諸収入
8億5,299万円
（6.47％）

繰入金
7億7,242万円
（5.86％）

財産収入
1億5,403万円
（1.17％）

その他
4億9,548万円
（3.76％）

市税
18億8,198万円
（14.28％）

固定資産税
9億5,741万円
（50.87％）

市民税
6億9,074万円
（36.70％）

市民税
6億9,074万円
（36.70％）

入湯税
258万円
（0.14％）

特別土地保有税
36万円

（0.02％）
軽自動車税

4,638万円
（2.46％）

市たばこ税
1億8,451万円
（9.80％）

18億
8,198万円

49万2,495円（一般会計）

総　務　費

9万4,751円

民　生　費

12万0,624円

農林水産業費

3万9,298円

土　木　費

4万6,680円

教　育　費

6万5,335円

公　債　費

6万9,495円

衛　生　費

2万3,883円

そ　の　他
・議　会　費
・消　防　費
・災害復旧費

3万2,429円

市民１人あたりに使われる金額

（単位：千円）

地域インターネットシステム構築事業 39,900
国民健康保険特別会計繰出金 336,440
老人保健医療特別会計繰出金 273,464
介護保険特別会計繰出金 309,515

障害者援護･老人保護･知的障害者
援護措置･児童手当･保育所運営費等

生きがい対応型デイサービス事業 21,642
在宅介護支援センター事業 12,615
高齢者等訪問給食サービス事業 15,000
心身障害児小規模通園事業 13,888
放課後児童健全育成事業 24,410
児童厚生施設等活動推進等事業 6,277
特別保育事業補助金 27,859
妊婦･乳児･基本健康審査等 12,801
がん･レントゲン検診、予防接種業務 31,360
簡易水道特別会計繰出金、老朽管更新･配水管布設事業 20,149
小型合併処理浄化槽設置整備事業 94,412

可燃･不燃･粗大ごみ収集､古紙類･
古布びん類･ペットボトルリサイクル収集

ＪＡ鹿児島いずみ営農センター設置事業補助金 35,400
阿久根南部地区区画整理工事 61,952
林道開設工事 80,680
阿久根大島植栽等事業 23,088
阿久根･脇本漁港改修事業 151,279
阿久根みどこい祭り 8,659
道路新設改良･維持修繕等事業 326,726
黒之浜港改修事業 42,430
公園管理･番所丘公園施設整備ほか 140,652
市営住宅建設事業 319,626
がけ地近接等危険住宅移転事業 17,698
小･中学校補修工事ほか 55,011
中学校パソコン購入事業 13,992
幼稚園就園奨励補助 13,133
ボンタンロードレース大会 4,500

新築工事及び厨房機器等購入･
受入施設工事ほか

災害復旧事業 34,241

歳　　　　入 131億8,068万円

市 税 の 内 訳

平成13年度
歳入歳出歳入歳出

（一般

塵芥処理費 

1,258,422


学校給食センター 543,298

41,893


扶助費 
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○
防
災
行
政
無
線
導
入
事
業

災
害
時
な
ど
に
備
え
、
迅
速
な

情
報
伝
達
を
図
る
た
め
、
本
年

度
中
に
導
入
。
平
成
15
年
度
か

ら
本
格
的
な
運
用
開
始
。（
写

真
は
、
拡
声
子
局
見
本
）

○
市
営
寺
山
住
宅
建
設
事
業

平
成
13
年
度
に
第
１
期
工
事
が

完
成
（
写
真
）。
第
２
期
工
事

と
し
て
、
本
年
度
中
に
既
存
住

宅
の
解
体
、造
成
、
関
連
道
路

の
整
備
を
終
え
、
平
成
15
年
度

に
新
規
住
宅
建
設
工
事
に
着
工

○
阿
久
根
市
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

市
内
全
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｃ
教
室

に
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
配

置
し
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
愛
称
バ

ン
ビ
ネ
ッ
ト
）が
９
月
に
稼
働
。

○
団
体
営
基
盤
整
備
促
進
事
業

阿
久
根
南
部
地
区

本
年
度
は
大
川
島
工
区
（
６
・

６
ha
）、
平
成
15
年
度
に
は
野

添
工
区
（
６
・
９
ha
）
の
区
画

整
理
が
完
了
予
定
。

平 成 14 年 度 の 主 な 事 業

50 40 30 20 1045 35 25 15 5 0 （単位：億円） 0 10 20 30 4035 505 15 25 45

歳　入
歳入予算現額
収 入 済 額
収 入 率

117億5,531万円
52億6,474万円
44.79％　　

歳　出
歳出予算現額
執 行 済 額
執 行 率

117億5,531万円
45億6,567万円
38.84％　　

市　　税 総 務 費

地方交付税 民 生 費

国庫支出金 農林水産業費

県支出金 土 木 費

市　　債 教育費

諸 収 入 公 債 費

そ の 他 そ の 他

19億1,463万円

11億7,551万円(61.40%)

18億8,555万円

9億348万円(47.92%)

28億6,538万円

9億3,555万円(32.65%)

12億6,787万円

3億5,396万円(27.92%)

10億4,813万円

3億1,524万円(30.08%)

11億312万円

5億1,240万円(46.45%)

18億4,271万円

8億7,876万円(47.69%)

17億4,255万円

6億6,628万円(38.24%)

11億2,015万円

2億2,489万円(20.08%)

4,136万円(6.46%)

13億8,790万円

0万円(0.00%)

3億5,927万円

8,041万円(22.38%)

19億3,264万円

8億3,787万円(43.35%)

44億円

29億470万円(66.02%)29億470万円(66.02%)

6億4,072万円

予算額

収入額
（　）内は収入率　

予算額

執行額
（　）内は執行率　



こ
の
11
月
、
市
内
各
地
で
は
、
芸

術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
音
楽
や
文

化
に
ふ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ

り
ま
し
た
。

11
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
「
高
め
よ
う
　
伝
え
よ
う

心
豊
か
な
　
郷
土
の
文
化
」
を
テ
ー

マ
に
第
56
回
市
総
合
文
化
祭
が
市
民

会
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
演

芸
の
部
で
は
、
９
日
の
前
夜
祭
か
ら

10
日
の
当
日
祭
ま
で
、
延
べ
36
団
体

が
出
演
。
華
や
か
で
多
彩
な
演
目
で

構
成
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
出

演
者
ら
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
存

分
に
披
露
し
、
詰
め
か
け
た
観
客
か

ら
惜
し
み
な
い
声
援
や
拍
手
が
贈
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
体
育
館
や
保
健
セ
ン

タ
ー
、
働
く
婦
人
の
家
で
あ
っ
た
展

示
部
門
で
は
、
市
民
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
力
作
が
所
せ
ま
し
と

並
び
ま
し
た
。
会
場
は
、
知
り
合
い

の
作
品
を
見
つ
け
た
り
、
目
に
留
ま

っ
た
作
品
を
前
に
、
立
ち
止
ま
っ
て

熱
心
に
観
賞
す
る
人
々
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

市
の
文
化
祭
と
前
後
し
て
、
尾
崎

校
区
文
化
祭
が
11
月
３
日
に
尾
崎
小

学
校
で
、
山
下
校
区
文
化
祭
が
23
日

か
ら
24
日
に
か
け
て
山
下
小
学
校
で

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
独
自
の
文

化
活
動
も
年
々
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
地
域
住

民
ら
の
書
画
や
工
芸
品
、
手
塩
に
か

け
て
育
て
た
菊
や
寒
蘭
、
子
ど
も
た

ち
の
作
品
な
ど
が
ず
ら
り
と
展
示
さ

れ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
歌
や

踊
り
な
ど
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
会

場
を
訪
れ
た
人
々
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
育
ん
だ
郷
土
の
文
化
を
心
ゆ
く
ま

で
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

鶴
川
内
小
学
校
で
11
月
16
日
、
同

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
る
「
で
ん
え
ん

コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
地
域
の
住

民
に
、
上
質
な
音
楽
に
接
す
る
機
会

を
提
供
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
も
今
年
で
３
回
目
に
な
り

ま
す
。

今
回
は
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て

活
躍
す
る
傍
ら
「
メ
ダ
カ
の
学
校
」

事
務
局
長
と
し
て
自
然
保
護
活
動
に

も
取
り
く
む
池
田
博
幸
氏
と
声
楽
家

と
し
て
活
躍
す
る
泰
子
氏
ご
夫
妻
を

中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、

同
校
の
児
童
や
地
元
の
光
礁
大
学
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
三
笠
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
皆
さ
ん
が
出
演
。
会
場
を

訪
れ
た
約
３
０
０
人
の
観
客
は
、
深

ま
り
ゆ
く
秋
の
夜
に
ぴ
っ
た
り
の
、

心
に
し
み
入
る
よ
う
な
美
し
い
音
楽

の
調
べ
に
、
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

－５－

華やかなステージ上で日頃の活動の成果を披露

豊豊
かか
なな
心心
はは
ぐぐ
くく
むむ

郷郷
土土
のの
文文
化化

校
区
住
民
の
す
ば
ら
し
い
力
作
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
展
示（
山
下
校
区
）

書画などのほか、見事な文旦やタケ
ノコなど地域の特産品も（尾崎校区）

♪♪
でで
んん
ええ
んん
にに
流流
れれ
るる
音音
楽楽
のの
しし
らら
べべ
♪♪会場に流れるフルートのやさしい音色

小学生から高校生まで
合同で音楽会

市内の小学校から高校までの14校による第
51回市小中高等学校合同音楽会が11月15日、
市民会館大ホールでありました。
この日は、各学校の児童や生徒らが、合唱

や合奏など日頃の音楽活動の成果を発表。ま
た、自分たちの出演以外の時は客席で他校の
演奏に静かに耳を傾けるなど、音楽観賞のマ
ナーもしっかり身につけていました。



平
成
14
年
度
の
鹿
児
島
県
肉
牛
枝

肉
共
進
会
（
県
経
済
農
協
連
主
催
）

が
11
月
18
日
、
知
覧
町
で
開
催
さ
れ

本
市
か
ら
出
場
し
た
古
賀
悟
さ
ん

（
38
・
瀬
之
浦
上
区
）
が
最
優
秀
賞

一
席
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

共
進
会
に
は
、
県
内
か
ら
去
勢
牛

62
頭
、
雌
牛
３
頭
の
計
65
頭
が
出
品

さ
れ
、
最
優
秀
賞
９
頭
と
優
秀
賞
16

頭
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
開
か
れ
た
販
売
会
で
、
古
賀
さ
ん

の
牛
は
、
過
去
最
高
の
３
７
８
万
６

３
６
１
円
（
キ
ロ
８
０
１
０
円
）
と

い
う
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

肥
育
農
家
に
な
っ
て
12
年
に
な
る

古
賀
さ
ん
は
昨
年
、
自
分
た
ち
が
育

て
た
出
水
産
黒
毛
和
牛
の
お
い
し
さ

を
も
っ
と
多
く
の
消
費
者
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
出
水
地
区
の
肥
育

農
家
５
人
で
福
岡
市
に
焼
肉
店
を
オ

ー
プ
ン
。
本
物
の
味
は
大
都
市
福
岡

で
も
消
費
者
の
心
を
し
っ
か
り
つ
か

み
ま
し
た
。
福
岡
の
店
に
は
、
今
で

も
６
人
の
仲
間
が
自
分
た
ち
で
育
て

た
牛
の
中
か
ら
自
信
を
も
っ
て
選
ん

だ
肉
だ
け
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、「
共
進

会
に
出
場
で
き
た
だ
け
で
も
光
栄
で

ま
さ
か
受
賞
す
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話
す
古
賀
さ
ん

で
す
が
、「
農
業
は
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
。
こ
れ
か
ら
、
頭
数
を
も
っ

と
増
や
し
て
鹿
児
島
を
代
表
す
る
よ

う
な
牛
飼
い
に
な
り
た
い
で
す
」
と

力
強
く
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

11
月
14
日
に
は
、
市
が
主
催
す
る

平
成
14
年
度
肉
用
牛
枝
肉
共
進
会
が

1
阿
久
根
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
毎
年
、
肥
育
技
術
の
さ
ら

な
る
向
上
を
目
指
し
て
こ
の
共
進
会

を
開
催
し
て
お
り
、
本
市
で
生
産
さ

れ
る
和
牛
は
、
市
場
で
も
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
市
内
か
ら
27
頭
が
出

品
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
石
原
義

信
さ
ん
（
松
ケ
根
区
）
が
最
優
秀
賞

一
席
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
肉
用
牛
改
良
研
究
所

主
任
研
究
員
の
上
村
利
久
氏
を
招
き

肉
用
牛
情
勢
や
種
雄
牛
造
成
の
現
状

に
つ
い
て
の
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

共
進
会
の
そ
の
他
の
審
査
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略

◆
優
秀
賞

k
上
洋
（
黒
之
上
区
）
川
畑
俊
孝

（
山
下
馬
場
区
）
宇
都
清
任
（
古
里

区
）
牧
内
義
春
（
牧
内
区
）

加
温
デ
コ
ポ
ン
の
収
穫
が
始
ま
り

11
月
７
日
、
脇
本
地
区
に
あ
る
筒
豊

志
さ
ん
§7
の
ハ
ウ
ス
で
は
さ
み
入

れ
式
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
コ
ポ
ン
は
中
晩
柑
の
中
で
も
糖

度
が
高
い
の
が
特
徴
。
中
で
も
、
加

温
タ
イ
プ
の
も
の
は
加
温
し
て
開
花

時
期
を
早
め
る
こ
と
で
露
地
栽
培
に

比
べ
て
３
か
月
以
上
も
早
く
収
穫
で

き
る
こ
と
か
ら
、
年
末
の
贈
答
用
と

し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
、
筒
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
は

関
係
者
ら
が
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
デ

コ
ポ
ン
を
次
々
と
収
穫
。
20
日
頃
ま

で
貯
蔵
し
て
か
ら
関
東
方
面
を
中
心

に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
管
内
で
は
、

農
家
20
戸
が
３
８
５
㌃
で
加
温
デ
コ

ポ
ン
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
は
約
１
０
０
㌧
、
７
７
０
０
万

円
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

11
月
下
旬
に
は
、
本
市
特
産
の
ボ

ン
タ
ン
も
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ボ
ン
タ
ン
の
里
、
尾
崎
・
弓
木
野

地
区
で
も
黄
色
い
実
が
た
わ
わ
に
実

り
、
川
崎
利
美
さ
ん
§9
の
畑
で
も

夫
婦
で
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
収
穫
し

て
い
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

今
年
は
台
風
の
被
害
も
な
く
、
順

調
に
生
育
。
市
全
体
で
約
９
０
０
㌧

の
生
産
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

11
月
21
日
に
は
、
多
田
地
区
に
あ

る
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
選
果
場
で
初

集
荷
が
あ
り
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り

の
ボ
ン
タ
ン
が
次
々
と
運
び
込
ま
れ
、

活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
収
穫

作
業
は
、
こ
れ
か
ら
12
月
に
か
け
て

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
来
年
２
月
頃
ま
で

続
き
ま
す
。

－６－

平
成
14
年
度
阿
久
根
市

肉
用
牛
枝
肉
共
進
会

「鹿児島を代表するような牛飼いになりたい」と語る古賀さん

出品された肉の状態をチェックする生産者たち

ググ
ララ
ンン
ドド
チチ
ャャ
ンン
ピピ
オオ
ンン
にに

古古
賀賀
悟悟
ささ
んん

平成14年度
県肉牛
枝肉共進会

たわわに実ったデコポンに、はさみを入れる筒さん



昭
和
50
年
11
月
に
鹿
児
島
県
料
飲

業
生
活
衛
生
同
業
組
合
（
前
環
境
衛

生
同
業
組
合
）
常
任
理
事
に
就
任
、

昭
和
61
年
４
月
か
ら
は
副
理
事
長
と

し
て
今
日
ま
で
、
27
年
の
永
き
に
わ

た
り
環
境
衛
生
分
野
で
尽
力
し
て
こ

市
が
、
10
月
の
「
健
康
増
進
月
間
」

に
ち
な
ん
で
募
集
し
て
い
た
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
11
月
22
日
、

市
役
所
で
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
市
内
の
小
中

学
生
か
ら
、
自
分
自
身
の
体
験
や
家

族
を
通
し
て
健
康
の
大
切
さ
な
ど
が

表
現
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
昭
和
41
年
11
月
に
に
市
内
で
飲

食
店
を
開
業
。
以
来
、
市
や
出
水
地

区
の
飲
食
店
組
合
や
調
理
師
会
、
食

品
衛
生
関
係
団
体
の
役
員
を
歴
任
さ

れ
る
一
方
、
県
同
業
組
合
設
立
に
も

初
期
の
段
階
か
ら
携
わ
る
な
ど
、
公

衆
衛
生
の
向
上
は
も
と
よ
り
飲
食
業

界
全
体
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、「
組
合

員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
、ご
指
導
の
お
か
げ
で
す
。

私
個
人
と
し
て
よ
り
も
、
飲
食
業
界

全
体
で
皆
さ
ま
の
代
わ
り
に
い
た
だ

い
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
身
に
余

る
光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
体
の

続
く
限
り
社
会
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略

◆
特
選

赤
瀬
川
佑
衣
（
鶴
川
内
中
２
年
）

猿
楽
由
貴
　
（
阿
久
根
中
１
年
）

波
戸
　
昇
　
（
阿
久
根
中
１
年
）

◆
佳
作

川
畑
智
之
（
阿
久
根
中
１
年
）
川

畑
勇
人
（
同
）
高
原
和
哉
（
同
）
落

萌
美
（
同
）
池
田
絢
香
（
阿
久
根
小

５
年
）

自
分
の
「
50
歳
組
」
に
は
参
加
で

き
な
か
っ
た
け
ど
、
ぜ
ひ
一
度
あ
の

雰
囲
気
を
味
わ
い
た
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
宮
本
龍
一
さ
ん

（
58
・
町
区
出
身
）
は
今
年
、
弟
の

猛
さ
ん
∞0
の
「
50
歳
組
」
を
機
に

約
40
年
ぶ
り
に
帰
省
。
家
族
を
通
じ

て
念
願
だ
っ
た
50
歳
組
行
事
に
触
れ

る
と
同
時
に
、
懐
か
し
い
同
窓
生
ら

と
も
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
宮
本
さ
ん
か
ら
、
改
め
て
こ

の
「
50
歳
組
」
の
素
晴
ら
し
さ
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
な
心
温
ま
る
便
り

が
届
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

拝
啓中

秋
の
候
、
市
長
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
推

察
申
し
上
げ
ま
す
。

弟
の
「
阿
小
華
の
50
歳
組
」
参
加

に
便
乗
し
て
年
老
い
た
母
親
、
妹
を

交
え
て
の
帰
郷
は
、
市
長
様
を
は
じ

め
、
私
の
同
窓
生
の
方
々
の
御
配
慮

に
よ
っ
て
、
こ
の
う
え
も
な
い
思
い

出
深
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。

母
や
妹
弟
と
別
れ
、
一
人
ブ
ラ
ジ

ル
に
戻
り
ま
し
て
か
ら
も
、
連
日
の

拉
致
被
害
者
の
24
年
ぶ
り
の
一
時
帰

国
の
ニ
ュ
ー
ス
と
、
自
ら
の
40
年
ぶ

り
の
帰
郷
、
同
窓
生
と
の
再
会
の
シ

ー
ン
を
重
ね
合
わ
せ
、
思
い
出
に
耽

り
、
阿
久
根
を
故
郷
に
持
て
た
喜
び

を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

阿
久
根
小
学
校
の
運
動
会
、
な
つ

か
し
き
校
歌
に
よ
る
生
徒
の
入
場
行

進
、
連
綿
と
歌
い
継
が
れ
て
い
る
そ

の
中
に
、
46
年
ぶ
り
に
我
が
身
を
浸

し
て
い
る
と
、
こ
み
あ
げ
て
く
る
涙

を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
華
の
50
歳
組
」
と
生
徒
と
の
リ

レ
ー
競
走
、
見
て
い
て
も
い
い
も
の

で
し
た
。
自
ら
の
50
歳
時
、
都
合
で

参
加
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
心
か

ら
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
全
国
各
地
か
ら
帰
郷

し
て
の
「
華
の
50
歳
組
」
の
運
動
会
、

こ
の
誇
る
べ
き
伝
統
あ
る
行
事
が
、

阿
久
根
市
の
発
展
と
と
も
に
末
永
く

引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

市
長
様
に
は
御
体
を
御
大
切
に
阿

久
根
市
の
為
に
お
お
い
に
ご
活
躍
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り

祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

敬
具

－７－

健健
康康
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
るる

「
健
康
増
進
に
関
す
る
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

コンクールで入賞した生徒たち

まちづくりに役立っていますY「宝くじ」

市内で行われる各種イベントに多数出演するなど、まち
の活性化、教育・福祉の増進に精力的に活躍している本市
の和太鼓グループ「阿久根太鼓響流」が、演奏活動充実の
ために今回、新たに和太鼓を購入しました。（写真）
これは、全国自治宝くじの普及広報事業として、&自治

総合センターが行うコミュニティ助成事業を活用したもの
です。

地球の裏側から帰郷
弟の「華の50歳組」

に感激Y
～ブラジル在住の宮本龍一さん～



－８－

緑
豊
か
な
森
か
ら
生
ま
れ
る
清
ら

か
な
水
が
、
豊
富
な
海
の
生
き
物
を

育
む
。
豊
か
な
森
づ
く
り
を
通
し
て

豊
か
な
海
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
11

月
23
日
、
林
業
関
係
者
と
水
産
業
関

係
者
が
一
緒
に
植
樹
を
行
う
『
山
と

海
の
交
流
会
in
阿
久
根
』
が
田
代
地

区
の
市
有
林
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
有
林
一
帯
は
、
平
成
11
年

の
台
風
18
号
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
場
所
で
、
平
成
13
年
度
か
ら
復

旧
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
青
空
が
広
が
る
山
頂
付

近
の
植
樹
祭
会
場
に
は
、
た
く
さ
ん

の
大
漁
旗
が
た
な
び
き
、
市
内
の
林

業
・
水
産
業
従
事
者
や
そ
の
家
族
、

行
政
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

植
樹
に
先
立
ち
、
実
行
委
員
長
の

斉
藤
市
長
が
「
山
が
育
つ
こ
と
で
海

も
恵
み
を
受
け
る
。
今
日
の
交
流
会

を
山
と
海
の
人
々
が
互
い
に
交
流
し

な
が
ら
山
を
育
て
る
第
一
歩
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
林

業
者
を
代
表
し
て
中
野
行
雄
さ
ん
か

ら
「
森
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
百

年
の
計
。
22
世
紀
に
向
か
っ
て
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、

水
産
業
者
を
代
表
し
て
野
村
義
也
黒

之
浜
漁
協
組
合
長
か
ら
は
「
山
か
ら

流
れ
込
む
栄
養
素
が
豊
か
な
海
を
育

て
ま
す
。
一
方
、
森
が
荒
れ
る
と
流

木
等
に
よ
る
船
の
事
故
も
多
く
な
り

ま
す
。
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
日
の
た
め
に
用
意

さ
れ
た
タ
ブ
ノ
キ
、
イ
ヌ
マ
キ
、
ク

ス
ノ
キ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

シ
ラ
カ
シ
、
ク
ヌ
ギ
の
７
種
類
の
苗

木
約
１
５
０
０
本
を
参
加
者
全
員
で

山
の
斜
面
に
て
い
ね
い
に
植
樹
。
心

地
よ
い
汗
を
流
し
た
後
は
、
会
場
で

一
緒
に
昼
食
を
取
り
な
が
ら
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

―
―
山
と
海
の
交
流
会
in
阿
久
根
―
―

田代地区の高台にある市有林地での植樹祭の様子

一本一本ていねいに苗
木を植える参加者

この森の木々が、やがて豊か
な海を育みます

━━ 尾崎美術史料館オープン ━━

ボンタンの里尾崎地区に11月17日、新たな文化の拠点施
設「尾崎美術史料館」が開館しました。
同館は、尾崎区在住の川崎勲氏§7が私財を投じて建設し

たものです。木造２階建てで、１階には書や絵画、彫塑な
ど県内外で活躍している方々の作品約70点を展示。２階に
は同氏所有の農機具や民具などの他、阿久根市のコーナー
もあります。今後、館の運営は、同氏と地域のエコボラン
ティアクラブや老人クラブが共同でおこないます。
この日は、開館を祝うテープカットの後、集まった関係

者らがさっそく館内を見学。市文化協会副会長も務める川
崎氏は、開館にあたり「この施設が阿久根の文化の振興に
少しでも役立てばうれしい。個展など作品発表の場として
皆さんに広く活用してもらいたい」と話していました。開
館時間は午前９時～午後５時（月・金曜日は休館）。入館
料は大人200円、高校生以下100円。



－９－

━━ 三笠旗争奪少年剣道大会 ━━
第13回三笠旗争奪少年剣道大会が11月３日、市総合体育館で開催されました。
大会には県内外から小学校の部66、中学校の部36、中学校女子の部14、計116

チームが出場。日頃の鍛練の成果を存分に発揮し白熱した試合を展開しました。
大会の結果は次のとおりです。
○小学校の部　　　①清色Ａ　②吉利Ａ　③石谷、暁
○中学生の部　　　①入来　　②明和　　③川辺、市来Ａ
○中学校女子の部　①宮之城　②平成　　③祁答院、入来

━━ 手をつなぐ育成会で清掃活動 ━━
阿久根市手をつなぐ育成会連絡協議会（浜辺一俊会長、会員約

60人）では11月６日、日頃お世話になっている地域の人々と交流
しながら社会に奉仕しようと清掃活動を実施しました。
市内の双葉作業所の入所者や出水養護学校に通う子どもたちと

その家族などで作る同会では年３回、一般ボランティアの方々と
一緒に市内各地で清掃活動に取り組んでいます。この日は、会員
親子やボランティア約40人が一緒に市漁協前からＪＲ阿久根駅周
辺で空き缶拾いや除草などを行い、心地よい汗を流しました。

━━ 出水地区教育振興大会 ━━
平成14年度出水地区教育振興大会が11月22日、市民会館大ホー

ルで開催されました。
大会では、社会教育や学校教育などで功績のあった団体や学校

が表彰。本市関係では社会教育部門で新町女性学級が、学校教育
部門で山下小学校（研究協力校）と脇本小学校（優良校）が表彰
されました。その後、学校や地域での活動・意見発表や、大森貢
氏（どんぐり谷遊房主宰）による「子どもの輝きを引き出す大人
の関わり」と題した講演などがありました。

━━ 平成14年度　本に親しむ集い ━━
読書だけでなく多彩な催しを通じて、子どもの頃から本にした

しむ習慣を持ってもらおうと「本に親しむ集い」が11月23日、市
民会館大ホールでありました。
集いでは、阿久根学童クラブの子どもたちや小学校・幼稚園の

親子読書会、図書館関係者らで結成した国道３号線－ＺＯＩなど
様々なグループの皆さんが出演し、劇やブラックシアター、大型
絵本などを披露。会場に集まった大勢の子どもたちは、楽しい物
語の世界に、すっかり夢中になっていました。

━━ 阿久根市漁協女性部が小学生対象に料理教室 ━━
魚食普及の一環として11月27日、小学生を対象に魚を使った料

理教室が働く婦人の家でありました。
阿久根市漁協女性部(松永照恵部長、会員約160人）が実施した

もので、自ら講師として阿久根小学校６年生37人に料理を手ほど
き。児童らは、地元で水揚された新鮮な華アジとキビナゴを使い
刺身や南蛮漬け、つけあげ、吸い物などを作りました。難しい魚
の３枚おろしにも挑戦し「包丁の使い方が難しかった」「自分たち
で料理した魚はやっぱりおいしい」などと話していました。
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逆
縁
の
子
の
七
回
忌
め
ぐ
り
来
ぬ
歳
月
は

や
く
忘
る
る
日
な
し脇

　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

二
羽
の
鳩
汀み

ぎ
は

に
よ
り
て
こ
も
ご
も
に
水
を

飲
み
て
は
遠
き
空
み
る

琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

熊
蝉
は
枯
葉
の
上
に
息
絶
え
ぬ
命
終
ふ
る

も
の
な
べ
て
美
し

折
　
口
　
別
府
　
義
明

藍
深
き
海
と
は
な
り
て
わ
が
め
ぐ
り
北
吹

く
風
に
百
舌
の
高
啼
く

新
　
町
　
遠
矢
　
律
　

「
帰
る
な
」
と
い
ふ
孫
の
声
背
に
聞
き
て

振
返
る
な
く
電
車
に
乗
れ
り

上
　
野
　
亀
沢
　
笑
子

霧
島
の
峡か

ひ

の
棚
田
に
差
す
光
く
れ
ゆ
く
秋

に
束つ

か

の
間
淡
し

脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

集
落
の
一
人
暮
ら
し
が
気
に
か
か
り
今
日

も
立
寄
り
無
事
を
見
届
く

牛
之
浜
　
若
松
　
薩
男

朝
あ
け
は
未
だ
暗
き
に
臥ふ

し

処ど

に
て
か
が
鳴

く
鶴
の
声
を
聞
き
を
り

大
　
丸
　
橋
崎
　
幸

貴
之
花
の
永
き
苦
し
み
よ
く
わ
か
る
と
腰

病や

む
夫
し
ん
み
り
と
言
ふ

新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

天
空

て
ん
く
う

に
肥
後
と
薩
摩
を
分
け
て
立
つ
八や

筈は
ず

連
山
秋
の
た
だ
な
か上

　
野
　
河
南
誠
一
郎

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

“ふるさとの偉人を知ろう”
市制施行50周年を記念して、郷土史「阿久根の人物」を発

刊しました。
美しい景色と豊かな自然に恵まれた阿久根には、数多くの

すばらしい先人がいます。本誌では、江戸時代から平成まで
の人物を対象に、あらゆる分野で功績のあった146人を紹介
しています。
この本を手にした一人ひとりが先人たちの生き方に感動し、

彼らの英知と勇気を教訓に、ふるさと阿久根の町を築いても
らいたいと願っています。
・阿久根の人物　　2,000円
《他の郷土史も販売しています》
・阿久根市誌　　3,500円　・阿久根のことば　　　1,500円
・阿久根の地名　1,400円　・阿久根の文化財　　　2,500円
・阿久根の昔話　2,000円　・丹宗律光画集（全12巻） 30,000円
◇お問い合わせ先　　阿久根市立図書館　1７２－０６０７

「
郷
土
史
紹
介
の
様
子
」

消 費 生 活 講 座（№109）
年 末 に 急 増

年末になると、福祉をかたった募金や電話による勧誘、訪
問販売（特に一人暮らしを狙った）、ハイハイ学校等の悪質
な業者の勧誘が急増します。いらないものは毅然とした態
度ではっきりと断りましょう。断りきれずに仕方なく契約
した場合は、契約書（申込書）を受け取った日から８日間
以内は、無条件で解約できます（クーリング・オフ制度）。
８日間を１日でも過ぎると、こちらから一方的に解約はで
きません。
契約書を受け取ってから８日間以内の解約は、必ず書面

（ハガキや内容証明書等）で。また、証拠が残るように簡易
書留か配達証明郵便で送りましょう。

困ったな、おかしいなと思ったら
市役所水産商工観光課消費生活相談窓口へお問い
合わせください。1７３－１２１１（内線１１１２）

子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとす

る時間にと、お気軽に支援センターをご利用ください。
☆親子教室（１０：００～１２：００）
７日c 瀬之浦児童館　 16日e みなみ保育園
８日d 保健センター　　　 21日c 瀬之浦児童館
９日e みなみ保育園　　　 22日d 農村環境改善センター（牧内）

〔プレ・ママサロン〕 23日e みなみ保育園
14日c 鶴川内児童館　　　 28日c 鶴川内児童館
〃　 農村環境改善センター（牧内） 29日d 農村環境改善センター（牧内）

15日d 農村環境改善センター（牧内） 30日e みなみ保育園

☆年齢別教室・・・農村環境改善センター
第３金曜日（１/17） ０～１歳児教室（たまごクラブ）
第４金曜日（１/24） ２歳児以上教室（こっこクラブ）
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

☆ユーユータイム・・・西目地区集会施設
第３月曜日（１/20） お問い合わせはみなみ保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、前日までに下記の支
援センターにお申込みください。

地域子育て支援センター

1７３－３４５７　　みどりが丘保育園

1７２－３９３９　　みなみ保育園
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保
健
セ
ン
タ
ー
・
１
月
の
行
事

阿久根市小規模校入学阿久根市小規模校入学
特別認可制度のご案内特別認可制度のご案内

恵まれた自然の中で
豊かな心とたくましさを育てながら
特色ある学校でじっくりと勉強してみませんかY

【入学（転学）の条件】
１　市内に保護者・児童が在住し、平成15年４月１日現在で
小学校１～６年生の児童

２　１年以上通年通学できる児童
３　児童の通学は、保護者の送迎を原則とする
４　通学時間が片道１時間以内であること
５　入学・転学することによって、現在校の学級減が生じな
いこと

６　児童が正規の通学区域を越えて通学することから、登下
校における安全の確保、ＰＴＡ活動の協力、そのほか学校
の指導などへの協力が可能な方

【指定する学校】
◇田代小学校　　◇尾崎小学校

【募集要項】
１　募集

募集は平成14年12月16日Bから平成15年１月31日Fまで
を原則とし、年度途中でも可。

２　学校見学等
学校見学や体験入学はいつでもできます。直接希望の学

校へ連絡してください。
【申し込み・お問い合わせ先】

阿久根市教育委員会学校教育課　173-1211（内線1314）

☆結核レントゲン検診のお知らせ☆☆結核レントゲン検診のお知らせ☆
結核予防法に基づき、年に１回は結核レントゲン検診を受け

るように義務づけられています。
市では、９月から10月にかけて各地区において、レントゲン

検診を実施しました。その時、受けられなかった方を対象に再
度結核レントゲン検診を実施します。
今年、まだ受けていない方は、この機会にぜひ受診されるよ

うお勧めします。
※今年、すでに結核レントゲン検診を受診された方は、この検
診の対象とはなりませんので、ご注意ください。

☆結核は過去の病気ではありませんY結核は、今も昔もわが国
最大の感染症ですY

☆全国では、年間約４万人の新規結核患者が発生し、約３千人
が結核で亡くなっています。鹿児島県でも年間６百人余りの
新規結核患者が発生しており、全国的にみても患者発生率が
高い状況にあります。

☆結核の治療は早期発見が大切です。早期発見のためには、胸
部のレントゲン撮影が大変有効です。

☆まだレントゲン検診を受けていない方は、この機会にぜひ受
診しましょうY
※お問い合わせ先　　市役所健康福祉課保健予防係

1７３－１２１１（内線1431・1432）

◇対象者：16歳以上（Ｈ15年３月31日現在）の男女で今
年、レントゲン検診を受けていない方

◇日　程：１/15日D・16日E・17日F

20日B・21日Cの５日間
◇料　金：無　料
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平成15年度　市県民税　　　　　　申告受付日程表
区　　　　名月　　日

１月

１５日

　（水）

１６日

　（木）

１７日

　（金）

２０日

　（月）

２１日

　（火）

２３日

　（木）

２２日

　（水）

時　　　　　間

9:30～11:30

13:00～15:00

9:30～11:30

13:00～14:30

9:30～11:30

13:30～14:00

14:30～15:30

13:30～14:30

15:00～15:30

9:30～11:30

13:30～15:30

9:00～11:30

13:30～14:30

15:00～16:00

9:00～ 9:30

10:00～11:00

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～14:30

13:30～15:30

9:00～11:30

13:30～15:30

9:30～11:00

13:00～14:00

9:30～11:30

13:30～15:00

尻
無
上

川
畑
中

尻
無
中

小　　麦

表 川 内

鈴 木 段

南　　畑

中
屋
敷

川 畑 上

川 畑 中

中 屋 敷

野　　元

仲
仁
田

長　　迫

仲 仁 田

尻 無 下

区　　　　名月　　日

２４日

　（金）

２８日

　（火）

２７日

　（月）

２９日

　（水）

３０日

　（木）

３１日

　（金）

時　　　　　間

9:00～11:30

13:00～15:30

9:30～10:30

11:00～11:30

13:00～14:00

14:30～15:30

9:30～11:30

13:30～14:30

13:30～14:30

9:30～10:30

11:00～11:30

13:00～14:30

15:00～15:30

9:30～11:30

13:00～15:30

9:30～11:30

13:30～15:30

9:30～10:00

10:30～11:30

13:30～15:00

9:30～11:30

13:00～14:00

9:30～11:30

13:00～15:30

9:30～11:30

13:00～14:30

15:00～16:00

9:00～11:30

13:00～15:30

横 手・宮 原

栫

米　　　　次

尾　　　　原

田 代 中

田 代 下

尾　　　　崎

陳 之 尾

大　　　　林

上 桑・長 谷

下　　　　桑

内　　　　田

大　　　　下

丸　　　　内

筒　　　　田

牟　　　　田

折 口 東

東 牧 内

永 田 下

永 田 上

上　　　　原

下　　　　村

脇 本 浜

脇 本 馬 場

桐 野 下

桐 野 上

大 渕 川

瀬 之 浦 上

瀬 之 浦 下

区　　　　名月　　日

２月３日

　（月）

　４日

　（火）

　６日

　（木）

　７日

　（金）

１０日

　（月）

２４日

　（月）

２５日

　（火）

２６日

　（水）

時　　　　　間

9:00～11:30

13:00～15:00

9:30～11:30

13:30～14:30

15:00～15:30

9:00～11:30

13:00～15:00

13:00～15:00

9:00～11:30

13:00～14:00

14:30～16:00

9:00～10:00

10:30～11:30

9:00～10:30

11:00～11:30

13:30～15:00

9:00～10:00

10:30～11:30

9:00～ 9:30

10:00～11:30

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～16:00

9:00～11:30

13:30～15:30

槝 之 浦 西

槝 之 浦 東

深　　　　田

大　　　　谷

松 ヶ 根

黒 之 浜

黒 之 上

八　　　　郷

古　　　　里

大　　　　漉

小　　　　漉

中　　　　村

大　　　　尾

牧　　　　内

遠 見 ヶ 岡

大　　　　丸

浜

浦

寺　　　　山

町

段

倉　　　　津

上　　　　野

高　　　　松

波　　　　留

潟

新　　　　町

的　　　　場

牛 之 浜

佐　　　　潟

落

馬 見 塚

枦

高 之 口

大 川 島

飛　　　　松

遠　　　　矢

山 下 馬 場

萇　　　　野

木 佐 木 野

羽　　　　田

弓 木 野

※２区合同の申告会場は●○印の公民館です。

１
月
15
日
か
ら

市
県
民
税
（
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
）
の
申
告

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
市
県
民
税
申
告
は

１
月
15
日
か
ら
市
内
の
各
地
区
公
民

館
等
で
受
付
を
し
ま
す
。

平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
住
所
の
あ
る
人
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
人
や
、
給
与
収
入
の

み
で
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

等
を
除
き
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
所

得
の
な
い
人
や
年
金
の
み
の
人
も
保

険
税
の
軽
減
判
定
に
必
要
な
た
め
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
受
付
の
日
程
は
、
下
記
の
と

お
り
で
す
。
で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ

た
日
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
当
日
に
都
合
の
悪
い
方

２
月
27
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
市

役
所
税
務
課
で
申
告
を
受
け
付
け
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
手
元
に
配
布
し

て
あ
り
ま
す
「
市
県
民
税
（
国
民
健

康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）
申
告
の

し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
役
所
税
務
課
ま
で
。

 
 
国民健康保険税
介 護 保 険 料
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── 阿久根市では、次のとおり嘱託員・臨時職員及び警備員・管理員を募集します。──

募集要項及び申請書は三笠支所、大川出張所、市役所市民相談室及び各課に用意しております。

◇（嘱託員・臨時職員）

◇（警備員・管理員）

１．期　　　間 平成15年４月１日から平成16年３月31日まで

２．資　　　格 昭和18年４月２日以降に生まれた者及び職種番号（１、３、18、24～31）は昭和13年４

月２日以降に生まれた者（６、７、11、14、15）の職種については昭和９年４月２日以降

に生まれた者で、次のいずれにも該当しないもの

a 日本国籍を有しない者

s 成年被後見人及び被保佐人

d 禁こ以上の刑に処せられ、その執行を受けることがなくなるまでの者

f 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で

破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

３．応募手続き a 提出書類　履歴書１通、担当課等で備え付けの申請書１通

s 受付期間　平成14年12月20日F～平成15年１月15日D

（ただし、土曜日、日曜日及び休日は除く）

d 受付時間　午前８時30分～午後５時

４．提　出　先 各担当課で受付ます。 代表1０９９６－７３－１２１１

なお、詳細につきましては担当課までお尋ねください。

５．選 考 方 法 面接及び作文（選考日は、申請時に連絡します。）

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

募　集　職　種　名 担当課名 電話番号

内線1451

内線1216

内線1441

内線1412

内線1413

内線1433

内線1414

内線1414

内線1433

内線1431

内線1114

内線1311

番号

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

担当課名 電話番号募　集　職　種　名

交通安全専門指導員

働く婦人の家指導員

市 税 等 収 納 嘱 託 員

レセプト点検事務嘱託員

介護保険専門指導嘱託員

家 庭 相 談 員

老 人 専 門 指 導 員

老人福祉センター事務補助員

嘱 託 保 育 士

保健指導員事務補助員

栽培漁業センター作業補助員

学校図書事務補助員

総務企画課

総務企画課

税 務 課

健康福祉課

健康福祉課

健康福祉課

健康福祉課

健康福祉課

健康福祉課

健康福祉課

水産商工観光課

教委会・総務課

内線1111

内線1128

内線1124

内線1124

内線1128

内線1134

73-4649

72-1051

72-1051

74-0054

74-0001

消 費 生 活 相 談 員

道路維持作業補助員

嘱 託 員 （ 大 工 ）

登 記 事 務 嘱 託 員

道路台帳整備補助員

農林業振興センター作業員

保健体育事務補助員

社 会 教 育 指 導 員

図 書 館 嘱 託 員

大川診療所嘱託看護士

大川出張所事務補助員

水産商工観光課

都市建設課

都建・教委会

都市建設課

都市建設課

農 政 課

市民スポーツ課

生涯学習課

生涯学習課

大川診療所

大川出張所

番号

２４

２５

２６

２７

募　集　職　種　名 担当課名 電話番号

内線1215

内線1215

内線1215

内線1215

番号

２８

２９

３０

３１

担当課名 電話番号募　集　職　種　名

市 役 所 庁 舎 警 備 員

働く婦人の家警備員

西目地区集会施設管理人

市民会館・体育館警備員

総務企画課

総務企画課

総務企画課

総務企画課

内線1215

内線1215

内線1215

内線1215

青 年 の 家 管 理 員

脇本地区公民館警備員

大川地区公民館管理員

総合運動公園施設管理員

総務企画課

総務企画課

総務企画課

総務企画課

嘱託員・警備員・管理員等募集のお知らせ嘱託員・警備員・管理員等募集のお知らせ
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画　地 画　地 画　地

３－８

４－10

７－５

９－１－13

９－２－５

９－２－８

10－４

13－４

18－７

19－２

20－７

23－17

23－18

23－20

24－５

26－15

26－29

27－４

29－10

29－18

30－１

31－10

33－８

35－３

40－２－８

42－９

44－６

45－１

46－２

47－５

48－１

48－７

12,867,870

5,239,510

8,813,152

5,654,141

14,774,852

1,762,538

9,072,197

5,960,090

2,399,606

11,615,076

6,417,650

8,927,988

6,598,472

4,193,217

5,412,569

6,878,673

49ー１

50－９

51－５

53－１

53－３

61－13

64－９

66－４

69－９

72－６

74－７

76－６

72－３

72－11

38-８

39-３

5,547,977

3,567,152

4,352,558

7,510,050

10,722,373

9,312,439

41,958,573

33,985,240

16,631,793

6,808,524

6,801,958

15,636,207

21,859,446

12,085,978

4,078,434

4,997,048

340.06

114.61

302.11

191.51

422.38

72.70

231.41

185.05

64.01

325.90

237.55

326.22

241.49

159.90

197.77

251.34

221.60

132.47

157.77

301.56

296.10

248.12

1,143.41

788.96

640.67

175.84

241.17

579.72

577.01

428.52

125.09

120.69

176.89

378.64

239.67

203.20

209.34

177.06

276.89

175.02

184.92

164.55

217.08

182.38

239.84

245.31

201.45

85.62

5,961,900

12,761,682

8,847,657

7,644,384

10,749,190

9,091,676

13,864,436

8,478,668

5,565,352

5,212,944

10,630,841

6,082,737

7,355,413

7,479,992

9,661,542

2,637,096

面　　積
（G）

面　　積
（G）

面　　積
（G）

予 定 価 格
　　　（円）

予 定 価 格
　　　（円）

予 定 価 格
　　　（円）

阿久根都市計画事業潟土地区画整理事業地区内の土地（旧保留地）を下記のとおり公売します。

１　公売画地数 48画地
２　申 込 期 間　　　　随時受付中
３　申込場所及びお問い合わせ先

阿久根市役所　都市建設課　1７３－１２１１（内線１１２５）

潟土地区画整理事業地区内売却予定地価格表

潟土地区画整理事業地区内の土地を公売します。

先月に引き続き、ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）
についてお知らせします。

※注「鹿児島県男女の多様な生き方情報誌ハーモニー第23号抜粋」

上記に関するお問い合わせ先　　市役所総務企画課企画係　1７３－１２１１（内線１２１６）

女性に対する暴力根絶のための
シンボルマーク
国では、夫・パートナーからの暴力犯罪セ

クシャル・ハラスメント、ストーカー行為等
の女性に対する暴力根絶のためのシンボルマ
ークを作成しました。
このマークは、女性が腕をクロスさせた姿を描いており、女

性の表情、握りしめたこぶし、クロスさせた腕により、女性に
対する暴力を断固として拒絶する強い意志を表しています。

※夫の暴力などＤＶに関する主な相談窓口
◆県婦人相談所　1０９９－２２２－１４６７　◆県警総合相談電話　1０９９－２５４－９１１０
祝日を除く月～金　８：３０～１７：００　　　月～金　９：３０～１８：００
（木曜日は20:00まで、日曜日は9:00～15:00）
ただし、木曜日17:00以降及び日曜日は電話相談のみ

すべてすべて「「ＮＯＮＯYY」」ですです
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年末年始のごみ収集について

これから年の瀬を迎えるにあたって、ごみの収集日をお知ら
せします。
年末最終のごみ収集は、１２月３０日（月）に特別収集で行

いますので、時間を守って出してください。
なお、環境センター（ごみ焼却場）の受入れは３０日の午前

１１時３０分までとなっています。時間外に出されたごみなど
については一切収集はいたしませんので、ごみを出す際は、決
められた時間と場所を守ってください。

◆一般家庭における

年末最終のごみ収集日 １２月３０日（月）
年始のごみ収集日　　 １月　６日（月）

◆個人で環境センターに持ち込む場合（有料となります。）
１２月２８日（土） 午前８：３０～午後　４：３０まで

２９日（日） 午前８：３０～午後　４：３０まで
３０日（月） 午前８：３０～午前１１：３０まで

なお、し尿のくみ取りも１２月３０日（月）から１月４日
（土）までは行いませんので、早めに行ってください。

◆ごみに関するご相談は
あくねしごみ１１０番1７２－７４５３（なしごみ）まで

◆し尿くみ取りに関するご相談は次のところまで
阿久根清掃社㈲　1７２－０６２２
㈱ロックス　　　1７３－１３１１

○国民年金保険料の納め忘れはありませんか。
社会保険事務所では、保険料の納め忘れのために大事な年金

権が失われることがないよう、電話による納付のご案内をして

います。

また、社会保険事務所の「国民年金推進員」が身分証明書を

携帯して、直接ご自宅にお伺いし、制度のご案内や届出の相談

をお受けしたり、保険料の納付をお願いしています。

電話による納付案内や、推進員がお伺いした際は、ご理解と

ご協力をお願いします。

○国民年金保険料の領収書は大切に
国民年金保険料は、所得税の確定申告をする際に「社会保険

料控除」の対象になります。

確定申告に当たっては、１年間に納付した保険料を計算する

必要がありますが、平成１４年度から、国民年金保険料の納付

義務が市町村から国へ移管したことにともない、市役所で保険

料の納付証明書を発行することができなくなりましたので、保

険料の領収書や振替口座の通帳等で年間支払額を計算し、申告

されるようお願いします。

また、確定申告の際には、納付証明書や領収書は申告書に添

付する必要はありません。また、国民年金保険料の領収書は再

発行できませんので、大切に保管してください。

◇詳しいお問い合わせ先

川内社会保険事務所　　1０９９６－２２－５２７６

※　水道メ一タ一は、皆さんがご使用になった水量を正確に計るだ
けでなく漏水も発見することができます。
正しい検針ができるようご協力をお願いします。

（検針は、月のはじめから１０日頃までの間に実施します。）
○メ一タ一ボックスの上に物を置かないでください。
○犬は放し飼いにしないで、出入口やメ一タ一ボックスから離し
てつないでください。

※　水道水は、厚生労働省の検査基準に基づく検査を実施し、すべ
て合格した安全な水を皆さんに供給しております。

働く婦人の家短期講座
毎年大好評Y

「 男 の 厨 房 」
（全４回）

講座受講生大募集Z
男性の皆さん、料理のコツを楽しくマスターしながら、仲間づく

りもできますので、参加しませんか。

◇受講できる人 市内在住か市内在勤の男性

◇期　　　　間 ２／１０B～３／３B 毎週月曜日（４回）

◇時　　　　間 午後６：３０～午後８：３０

◇定　　　　員 ２０人　　※材料代を実費徴収します。

◇申 込 〆 切 １月３１日G

◇申 込 方 法　　次のところまで電話で申し込んでください。

働く婦人の家　1７３－３７６９

市役所総務企画課企画係

1７３－１２１１内線１２１６

女性のためのイキイキ講座

自分の健康や美容のこ

と、また最近の女性をとり

まく問題を考えながら今よ

りもっとイキイキした自分

と出会える‥‥。

そんなきっかけになる講

座を３回にわたり開催しま

した。

事　業　者　名月　　日

１２月２８日（土）

１２月２９日（日）

１２月３０日（月）

１２月３１日（火）

　１月　１日（水）

　１月　２日（木）

　１月　３日（金）

　１月　４日（土）

　１月　５日（日）

㈲ 共 和 設 備

㈱ 大 石 電 機 設 備 工 業

㈲ て ら ち

㈲ 貴 島 水 道

阿 久 根 設 備 ㈱

㈱ 太 田 電 機 工 業 所

㈱ 岩 崎 電 設

㈱ 阿 久 根 水 道 土 木

㈲ 共 和 設 備

年末年始の水道漏水等当番事業所のお知らせ

国民年金情報

こんな講座もありました。
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。
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０
９
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５
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？
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迫
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状
は
早

め
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
賀
状
の
お
引
受
け
は

12
月
15
日（
日
）か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
私
製
は
が
き
（
通
常
は
が
き
も
含

み
ま
す
）
や
封
書
で
年
賀
状
を
お
出

し
に
な
ら
れ
る
場
合
は
、
朱
書
き
で

「
年
賀
」
の
表
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
示
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
、
年
内
に

配
達
さ
れ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
郵
便
番
号
の
記
入
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
郵
便
局
郵
便
係

1
&2
０
４
２
６

わ
が
国
の
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬

剤
師
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

わ
が
国
に
居
住
し
て
い
る
方
は
全

員
、
２
年
に
一
度
、
12
月
31
日
現
在

の
状
況
を
届
け
出
る
こ
と
が
法
律
に

よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
そ
の
調
査
年
に
当
た
り
ま

す
の
で
、
届
出
票
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
平
成
15
年
１
月
15
日

ま
で
に
住
所
地
ま
た
は
従
事
先
の
保

健
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
寄
り
の
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
日
時

12
月
25
日
d

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◇
場
所

阿
久
根
市
民
病
院
４
階
大
ホ
ー
ル

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◇
参
加
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室

（
1
&3
１
３
６
８
）

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
実
務
能
力

の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、
厚
生
労

働
省
が
創
設
し
た
教
育
訓
練
支
援
シ

ス
テ
ム
で
す
。

◇
試
験
日

３
月
８
日
g
・
９
日
a

◇
場
所

鹿
児
島
市
内

◇
受
験
資
格

a
厚
生
労
働
大
臣
認
定
教
育
訓
練

の
受
講
を
修
了
し
た
者

s
受
験
希
望
科
目
に
関
連
の
あ
る

実
務
経
験
３
年
以
上
を
有
す
る
者

◇
受
験
科
目
／
a
人
事
・
労
務
・
能

－16－

「
退
院
後
の
介
護
保
険
の

活
用
に
つ
い
て
」

―
あ
な
た
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

支
援
し
ま
す
―

寺山団地の建替工事に伴い、市道牛見顔線が通行止めとな
ります。
期間については、平成15年１月からを予定していますが、
解体工事のため、12月から通りにくくなることになります。
市民の皆さまには、ご迷惑をおかけしますが、ご理解のう
えご協力ください。
なお、通行止めのか所は図のとおりです。

※お問い合わせ先　　市役所都市建設課用地住宅係
1７３－１２１１（内線１１２４）

◇
開
催
期
日

中
央
公
民
館
前
広
場
に
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

「
年
賀
状
　
早
め
に
出
す
と

お
メ
エ
ー
で
た
い
」

12
月
24
日
頃
ま
で
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。



力
開
発
s
経
理
・
財
務
d
経
営
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
f
生
産
管
理
g
法
務
・

総
務
h
広
報
・
広
告
j
物
流
管
理
k

情
報
・
事
務
管
理
l
経
営
企
画
¡0
国

際
業
務
　
計
10
分
野
１
６
３
科
目

◇
受
験
料

１
科
目
２
、
０
０
０
円

◇
申
込
受
付
期
間

１
月
14
日
c
〜
１
月
24
日
f

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

1
０
９
９
（
２
２
６
）
３
２
４
０

広
報
送
付
お
礼
と
し
て
次
の
方
々

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寺
地
洋
一
様（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

瀬
戸
口
健
一
様
（
同
）
尾
崎
貴
光
様

（
同
）
黒
永
潔
様
（
同
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

k
辺
フ
ク
エ
（
槝
之
浦
東
）
新
留

美
奈
子
（
永
田
上
）
新
町
義
久
（
飛

松
）
鳴
川
忍
（
遠
矢
）
神
之
田
一
廣

（
牧
内
）
南
タ
ミ
子
（
古
里
）
堂
後

美
代
子
（
桐
野
上
）
上
野
正
行
（
折

口
東
）
松
下
次
矩
（
宮
崎
市
）
尾
崎

ハ
ル
子
（
尾
崎
）
白
k
和
則
（
脇
本

浜
）
児
玉
ム
ツ
（
町
）
西
田
己
之
助

（
高
之
口
）
上
村
レ
イ
子
（
大
丸
）

立
元
義
一
（
高
松
）

○
篤
志
寄
付

阿
久
根
寒
蘭
会

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

大
野
　
佑ゆ

う

輝き

昭
　
悟
（
上
　
原
）

堂
山
　
友と

も

也や

泉
　
（
槝
之
浦
東
）

牟
禮
優ゆ

う

太た

朗ろ
う

正
　
秀
（
大
川
島
）

濱
崎
　
史ふ

み

菜な

雅
　
一
（

段
　
）

鍋
石
　
潤

じ
ゅ
ん

敏
　
郎
（
瀬
之
浦
上
）

川
畑
　
友と

も

希き

一
　
則
（
波
　
留
）

落
　
天
輝
星

あ

き

と

志
　
伸
（

段
　
）

貴
島
　
梨
子

り

こ

裕
　
一
（
陳
之
尾
）

石
井
　
里
佳

り

か

久
　
（
脇
本
浜
）

橋
本
　
光こ

う

輝き

祥
　
広
（
大
渕
川
）

栗
林
　
愛ま

な

弥や

鉄
　
矢
（
新
　
町
）

坂
元
　
真
優

ま

ゆ

清
　
美
（
仲
仁
田
）

新
枦
　
康
大
　
文
　
生
（

潟
　
）

中
野
　
伶れ

音の
ん

洋
　
（
波
　
留
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

向
井
畠
正
一
86
（
牛
之
浜
）
牛
之
濱
ミ
ツ
ヨ

小
野
　
盛
雄
62
（
大
　
尾
）

務

神
之
田
イ
セ
ノ
83
（
牧
　
内
）
良
　
治

貴
島
　
チ
モ
86
（
新
　
町
）
正
　
志

佐
潟
　
ア
ヤ
83
（

町
　
）
公
　
人

新
町
　
次
助
85
（
飛
　
松
）
セ
　
ツ

新
枦
　
ヨ
シ
86
（
永
田
上
）
新
留
美
奈
子

神
之
田
　
寛
80
（
牧
　
内
）
一
　
廣

西
田
シ
ズ
エ
74
（
高
之
口
）
己
之
助

寺
下
　
タ
子
104
（
高
　
松
）
善
四
郎

田
口
　
耕
三
81
（
高
　
松
）
川
島
真
由
美

k
崎
サ
ツ
エ
77
（
大
　
丸
）
上
村
レ
イ
子

南
　
　
末
吉
95
（
古
　
里
）
タ
ミ
子

白
k
シ
ヅ
エ
75
（
脇
本
浜
）
末
　
義

垣
本
　
勇
　
91
（
黒
之
上
）
マ
　
ユ

堂
後
　
一
典
60
（
桐
野
上
）
美
代
子

岡
　
　
ヨ
セ
85
（

潟
　
）
泰
　
博

猪
川
　
恒
孝
81
（
槝
之
浦
西
）
ス
　
ミ

的
場
　
繁
　
67
（
中
屋
敷
）
千
　
年

岩
元
　
信
子
60
（
永
田
下
）
タ
　
ミ

弓
木
野
ミ
チ
エ
80
（
弓
木
野
）
嘉
次
郎

立
元
　
當
子
71
（
高
　
松
）
義
　
一

久
留
主
ハ
ツ
ミ
91
（
遠
　
矢
）
敬
　
蔵

上
野
　
耕
作
72
（
波
　
留
）
京
　
子

鈴
木
　
和
男
59
（
折
口
東
）
手
打
真
由
美

児
玉
　
傳
　
90
（

町
　
）
ム
　
ツ

本
　
　
ハ
ル
87
（
大
　
丸
）
正
　
治

川
畑
ア
キ
エ
68
（
川
畑
中
）
和
　
美

大
下
　
秀
雄
81
（

段
　
）
ミ
　
ス

◇
12
月
17
日

◇
１
月
７
日
・
21
日

◇
時
間

10
時
〜
10
時
30
分

◇
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
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こ
う
だ
い

◇日時 ２月１９日（水）
９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

○12月15日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
児島歯科医院　　1*6１２６６

（東町鷹巣）
○12月22日
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
塩山歯科医院　　1^2２６３４

（出水市本町）
○12月23日（天皇誕生日）
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
中島歯科医院　　1*2００２０

（高尾野町大久保）
○12月29日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
宮薗歯科医院　　1&3３２２２

（大　丸）
○12月30日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
橋口歯科医院　　1^3２３３０

（出水市中央町）
○12月31日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
橋口歯科医院　　1^3２３３０

（出水市中央町）
○１月１日（元旦）
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
スマイル歯科医院1&5３３００

（上　原）
○１月２日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
スマイル歯科医院1&5３３００

（上　原）
○１月３日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
高尾野歯科医院　1*2３２０１

（高尾野町大久保）
○１月５日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
徳森歯科医院　　1^7３６０８

（出水市米ノ津町）
○１月12日
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
福原歯科医院　　1^3２５０１

（出水市緑町）
○１月13日（成人の日）
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
あくね歯科医院　1&2０５５６

（大　丸）
○１月19日
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
白男川歯科医院　1^3０００９

（出水市向江町）
○１月26日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
石澤歯科医院　　1*4４４１１

（野田町上名）

本
町
通
り
で
開
催

暮
れ
の
市（
い
ち
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人　　口
12月１日現在（ ）は前月比
人　口　26 ,452人（＋07）
男　　12 ,323人（＋11）
女　　14 ,129人（－04）

世帯数　10 ,799戸（＋15）
出　生015人　死　亡028人
転　入073人　転　出053人

◆趣味は何ですか・・・・・・・・・・・映画観賞
◆性格を自己分析してください・・・・マイペース
◆理想の異性像は・・・・・・・・・おもしろい人
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

今年の夏に車の免許を取ったばかりです。
これから、いろんな所にドライブに出かけてみ
たいです。

◆将来の夢は何ですか・・・
海外旅行に行ってみたいです。まずヨーロ
ッパ一周。次はアフリカ大陸一周・・・と、世
界中を旅してみたいです。

◆阿久根について一言・・・
おいしい食材がいっぱいあって、時間がゆ
ったり流れているようで、のんびりした性格の
私にとって、阿久根はとても住みやすい所です。

次は
岩下　亮一 さん（潟　区）あなたの番です。

松

木

美

紀

さ
ん
™3

（
し
し
座
・
Ｂ
型
　
大
丸
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務企画課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
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本
格
的
な
冬
は
こ
れ
か
ら
と
い
う

の
に
早
く
も
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
咳
は
「
ゴ
ホ
ゴ
ホ
」
鼻
水

は
「
ズ
ル
ズ
ル
」
で
原
稿
の
締
め
切

り
に
追
わ
れ
る
は
、
職
場
の
み
ん
な

や
家
族
に
う
つ
し
て
は
申
し
訳
な
い

や
ら
で
、
ど
う
に
も
困
り
ま
し
た
。

▽
こ
ん
な
時
、
定
番
の
「
卵
酒
」
や

「
シ
ョ
ウ
ガ
湯
」「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
な

ど
風
邪
に
効
く
と
い
わ
れ
る
民
間
療

法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。「
体
を
温
か

く
し
て
ぐ
っ
す
り
寝
る
の
が
一
番
」

「
そ
れ
よ
り
日
頃
の
予
防
が
肝
心
」

と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

お
す
す
め
の
方
法
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
伝
授
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。
▽
２
０
０
２
年
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
本
市
に
と
っ
て
も
市
制
施
行
50

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年

で
し
た
。
来
年
は
、
ぜ
ひ
と
も
新
た

な
飛
躍
の
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

皆
さ
ま
も
、
お
体
に
は
充
分
気
を
つ

け
て
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
希
望
に
み

ち
た
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

阿久根小学校剣道スポーツ少年団
です。結成されてから、もう30年を
超えます。
現在、団員20人で活動しています。

６年生７人、５年生２人、４年生以
下11人です。
阿久根小学校の体育館で、毎週月

曜日から金曜日までの５日間、練習
しています。塾や習い事と掛け持ち
の団員も多いですが、みんなそれぞ
れ頑張っています。
今年４月から剣道を始めた団員も、今ではもう防具を

付けて基本を中心に練習に励んでいます。先日、市内で
あった防犯剣道大会、三笠旗争奪剣道大会などに出場し
試合経験も積んでいます。
今からの季節、寒くなりますが、剣道は寒くても裸足

で練習します。風邪に負けないよう元気な体をつくりた
いと思います。

阿久根小学校　顧問　飯森　秀志

─ 阿久根小学校剣道スポーツ少年団 ─

今年の税金　今年のうちに今年の税金　今年のうちにYY
納め忘れはありませんか？
税金等は年内に納めて、明るい新年を迎えましょう。

口座振替をご利用ください口座振替をご利用ください
「仕事で休みがとれない」「家事や育児に追われ家から出られない」等
の理由で税金を納めに行く時間がない方には、口座振替の利用をお勧め
します。納め忘れがなく、確実で安全です。税金等の口座振替は、口座
のある金融機関の窓口でできます。通帳と印かんをお持ちください。

12月は市税等収納強化月間です。


